
小松市の各分団が一同に集結し、日頃の訓練の成果を競い合います。
家族、友人、興味のある方等、みんなの応援が励みになります。
たくさんのご来場をお待ちしております。
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総合訓練
小松市消防団

観 覧 自 由観 覧 自 由

小松市消防団 広報誌　ファイヤーブリゲード マガジン
発行日：令和8年6月1日　発行元：〒923-0801 小松市園町ホ110番地1　小松市消防本部内 小松市消防団広報部会　メール：kfb119@city.komatsu.lg.jp

小松市まちづくり市民財団は
小松市消防団の皆様を応援します。

消防団員募集！！

お問い合わせは
消防本部 消防総務課へ
直通0761ー20ー2705

消防団の
主な待遇

入
団
資
格

　会社員・自営業者・学生・主婦など様々な職種、男女を問わず幅広い
年齢層の方々が消防団員として活躍しています。小松市消防団はあなた
の「ちから」を待ち望んでいます。

○年齢18歳以上の健康な方
○小松市内に居住している方　
○小松市近郊に居住し、小松市内の事業所又は学校へ通勤・通学している方

公務災害補償
消防団活動中に負傷した場合の

補償制度があります。

被服の貸与
消防団活動中に必要な

活動服などが貸与されます。

退職報償金
一定期間以上勤務して退団した際には、

退職報償金が支給されます。

表彰制度
職務にあたって功労、功績があった

場合には、表彰されます。

Q.消防団活動に参加した場合、報酬はありますか？
A.小松市では火災や自然災害の出場した際には下記のとおり出動報酬が支給されます。
・水火災その他の災害の防ぎょ、鎮圧、警戒等の職務に従事した場合
　4時間以上→8,000円／回　　4時間未満→4,000円／回
・訓練、広報等に従事した場合　2,000円／回

Q.その他にも報酬はありますか？
A.出動報酬の他にも年報酬があります。報酬額は階級により異なりますが、例えば、
消防団員だと年54,000円が支給されます。
また2年以上勤めて退団した際には、退職報償金も支給されます。

Q.報酬の他にも、消防団員になった場合に良いことはありますか？
A.資格取得の補助があります。（令和8年度現在）
・チェーンソー講習　・ドローン資格取得（3級）　・準中型自動車免許資格取得
などがあります。
※その他、消防団員支援制度があります

Q A& 小松市消防団の

ココが
知りたい

　　車両、小隊行進　　　　午前7：００

　　　　開会式　　　　　　午前７：１０

ポンプ車操法・小隊訓練　　午前８：１０

　　　　閉会式　　　　　　午前１１：３０
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消防団管轄図
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第3安宅分団第3安宅分団

第4牧分団第4牧分団

第8御幸分団第8御幸分団

第9粟津分団第9粟津分団第10月津分団第10月津分団

第11矢田野分団第11矢田野分団

第12那谷分団第12那谷分団

第1稚松分団第1稚松分団
第2芦城分団第2芦城分団

西出張所西出張所 団本部団本部

第5板津分団第5板津分団

第14国府分団第14国府分団

第13中海分団第13中海分団

第15金野分団第15金野分団

第17西尾分団第17西尾分団

第16大杉谷分団第16大杉谷分団

第6白江分団第6白江分団

第7苗代分団第7苗代分団

中消防署中消防署

消防本部消防本部 東出張所東出張所

南消防署南消防署

粟津温泉粟津温泉
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粟津温泉粟津温泉粟津温泉
出張所出張所出張所

団 本 部
名　　称

女 性 分 団
第 1 稚 松 分 団

第 3 安 宅 分 団
第 4 牧 分 団
第 5 板 津 分 団
第 6 白 江 分 団
第 7 苗 代 分 団
第 8 御 幸 分 団
第 9 粟 津 分 団
第 10 月 津 分 団
第 11 矢 田 野 分 団
第 12 那 谷 分 団
第 13 中 海 分 団
第 14 国 府 分 団
第 15 金 野 分 団
第 16 大 杉 谷 分 団
第 17 西 尾 分 団

合　　計

第 2 芦 城 分 団

定数
6
18
23
23
19
19
25
24
30
28
26
21
23
18
25
23
19
20
20
410

実員数
6
16
23
21
16
16
20
20
28
27
26
19
26
17
21
20
16
19
19
376

小松市消防団員数の状況（R8.4.1現在）

小松市消防団の紹介小松市消防団の紹介小松市消防団の紹介

吉本佐知子吉本佐知子藤井  歳正藤井  歳正越田  剛司越田  剛司谷村  勝也谷村  勝也山中  秀明山中  秀明吉田  晃裕吉田  晃裕

千田  賢也千田  賢也山口  琢己山口  琢己奥  貴至奥  貴至中出  武志中出  武志北出  利治北出  利治髙藤  友紀髙藤  友紀

吉村  範明吉村  範明森  智浩森  智浩河波  雄一河波  雄一高橋由紀夫高橋由紀夫内野  充内野  充石川  利始石川  利始

分 団 長分 団 長

新 入 団 員 紹 介新 入 団 員 紹 介

団 本 部団 本 部

吉田 弘文吉田 弘文

団 長

山岸  稔山岸  稔

宮前  豊宮前  豊

中村 日呂人中村 日呂人

東  浩一東  浩一

副 団 長

多島  昭洋多島  昭洋

本部分団長
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和
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令
和
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年
3
月
31
日竹中  千夏竹中  千夏角  将弥角  将弥北野  達也北野  達也山口  卓也山口  卓也山本  大貴山本  大貴宮崎  恭弥宮崎  恭弥

火の用心

地域を支える防災の要

消防団を牽引する司令塔


